
エネルギー・資源

■論 説■

エネルギーに関する経済学的諸問題

ProblemsofEnergyEconomics

1．はじめに

経済学の目的は,「稀少な資源を、有効に生産し、分

配し，社会厚生を向上させるためのシステムを研究す

ること」である．これはアダム・スミスの『国富論』

(1776)以来，変ってはいない．けれども経済科学の

200年間の発展はめざましく,11然科学の発展と|ril様

に，ひたすら専門化・細分化の一途を辿ってしまった．

理論経済学の分野では，専門の数学でたべてゆかれる

ような数学者ハダンの卯|川)家が多数いるし、計賊経済

学の分野でも繰済モテ､ルの統計的推定問題を部門とす

る「理論派」と，コンピューターを駆使して経済モデ

ルによる予測や政策シミュレーションを専門とする「応

用派」に分化している．

「応用派」の中にも，ケインズji'!のマクロ計量モデ

ルをつかう「マクロ派」や，投入産出分析を堆礎とし

て勤学モデルを作成・応用する「ターンパイクモデル

派」も沽躍している．

エネルギー問題は，そのように発展分化した経済学

にとってさまざまに受け取られている．エネルギー問

題は個々の専門分野に新しい刺戟を与えているが，そ

れとI可時に，細分化した鮎l々の割''1分野だけではとら

えられない問題，経済学の再統合化をまって始めて取

I）くみが可能となるような大きな問題を経済学に投げ

かけていると思われる．

2．エネルギー問題と価格メカニズム

経済学者と科学技術関係者との間には，エネルギー

問題の解決をめく．って際だった兄方の違いがある．絲
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済学者は一般的に次のようにみる。エネルギーの供給

が不足するならば，エネルギー価格の相対的上ﾀｲ.によ

って，家i汁や企業はエネルギー節約的行動をとるだろ

う．また代梼エネルギー開発の潜ｲf的fll益が尚まって

技術開発が進み，これによってエネルギー需給は緩和

されるだろう．しかし，解決に要する時間をIりl示しな

いこのような一般的命題は実際的関心の深い人びとを

iiMi足させないだろう．

市場を通して作用する価格メカニズムが，エネルギ

ー価格の雅騰をもたらし，黄源配分｜鷺大きな不､ド等を

生むことで，エネルギー消曲を激減させたとしても，

それが解決といえるのか．高エネルギー価絡が，成長

理倫でいうところの誘発的技術進歩をうなかすとして

も，それがどのようなテンポで実現するのか．イi油価

格の上昇はインフレーションをひき起し，資本財や歯

金を上昇させるので，代替エネルギー価格は上ｼ|､し，

ｲi油にとってかわる時期はなかなかやってこないので

はないか．

こうした疑問に具体性のある答案を用意することは

靴しい，しかし，仙格メカニズムがうまく作川するた

めの条件を考えることは大切である．第一次ｲi油ショ

､ソク直後のような狂乱物価やそのあとのマイナス成長

・大不況といった大変動を避け，｢|j場メカニズムにの

って脱石油の方向に満実に移行するようにマクロ経済

の条件を蝶えることが，むしろ経済学者の課題だとい

えよう．

ここでマクロの安定化政策が価格メカニズムのメリ

ットをひき出すための手段として大ﾘfになってくる．

3．世界的規模での安定化政策

1978年の未から1980年の半ばにいたる18"jl間で石

汕価格は130%上昇した．その結果2000億ドルのカネ
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{lii]I'lり,:へ国から輸出田のふところに追加竺れた． -

れは輸入国↑fiぃりしNPの約2 ％にあたる． 文］、う側

にとっては， 拿｝）、：こ税金をとられるのと同じたから介

済は打撃を'}_•,―しる． 石油輸出1王［測はふえた200り1ビl、 9し

を行効に資））i連用をしたいとぢえる． しかし貯給とい

うも；りは、 有能か借rーかもってはじめて生＼るもので

あり， 不況とインフレに悩む輯へIT^［1則ては． 民間設備

投資か停滞しだり（工業国！、政りレヘ）して外資を借り

入れしようとしても， 累績偵務か）、ぎ〈なりすぎて，

l 、Lらえない（発展）企卜国のカントリーリスクの

凸よリ！といった事態か生する． マ クロ経済理論でい

うところの11;-，約•投資のアンハランスか， i廿界1『]｝)出［

で生じているこ乃てある．

ォイ，ルマ 不 ー のリサ1クリングとい
‘
うのに石油輸出

[ ［か稼いたカネを，イ叫らかの金融のパイプによって，

国際収文の赤字に悩むI_'\'.、：国や発展途上国「i�應査する

ことてある． たか世界の景；かりパi：・し， ；臼上[11(7)累禎

間杓｝）妍こてくると， 民11月魚融機関てはリクスか大き

\ fト -:: Fに負えなし＇ ‘:各国の政肉と国際機関(IM

［八廿I芥銀行など）か共同して債務の保証にあたるの

三な1}ii i t
‘
オイルマネーのリサイクリングは帷しい状

況に米ている．

そこて必要になってくるのは， 各国が一 致して景気

1り、人政策をとり， 世芥；り景気をよくするような世界的

規校て］）公共事業を起すどいったアイデアてある． ル

ースヘル1、 大統領かl\）．30年代に実行した二 j
ー ディ ー

ら政策を，I際的規模てやろうという考え方てある． し

•し， 現hのところ各l]］政府はインフレー ションと戦

い， 財政赤字を縮少しようという時期たけに， この

ァ/｛テアを早速実行ずるとしヽうわけにはいかない．

このように， 石油価格の1昇：ご「『っ二？を生する野蓄

ー役査のアンハランスJ)罰題は， 現代の世界奇済かか

かえる最大の難問とし、＇）てよい．

4. 代替エネルギー開発と可能性の評価

エネルギ 間如の解決に， 価格メカニスムび）IF)jら苔

!)、なり棗的に作用するか否かは， ひとつには石油に代る

I[ {·← -Tネルギー が， どのような価格で， いつ ごろ実用

化竺｝ iるかにかかっている． この分野ての経済学の役

割はつぎの3 ，点において重＇四てある． ま．t冷 ーに， 代

替エネルキ ーの間］発コストぷ;, I．集化］il.！之 1店での生産コ

ストの評価， 第＿．．」こ釘兄な代替エネルキ ー 開発に予想

一区れる不／憎実性と開発成Itとを天秤にかけ勺つ， 研究

開発資金をとグ)上-〗に調達し， 配分するかとい〗い［究

閏梵骨理J)問題， そして第三は新ししヽf\t,1•エネルギー

の利用を有効に行うためのもっとも適切な杜会／＇
9'、テ

ムのあり方という問題てある。

第一の内は， 代杯エネルギー のコスト評価と＇•‘ ―I二

とて従来から議，］合芦］し、 了・，i!」もこころみられているの

だか， 伯頼性のもる鱈果かえられてしヽなし‘． これはな

ぜだろうか 。 い池価格の上昇は［杖的なインフレ ｀二／

ョンをひぎおこし， 工業製品やJ、f'I費を引ぎ上ける．

開発コスト/〕"式算では， これらのコストかしばしは石

』i価格·；f）じ昇と無関係てあるかのよう：こだ＇工竺れてい

るだダ）に， 計算·�れたコストか低目こなるこどもある．

しかしそれだけではなく， 技術間発上の障害や， 女仝

性・環境規準をみたすために必要とされるコス：、 を仇

〈見つもりがちだどい ＇） （t[［I[，］も大ぎな要囚てある． ま

だ米国でよく見これることてもるが， 新ししヽ分野ての

研究開発が進むど， ここれに（王［する研究者の人件費が

大幅に上昇，jるといった要因も無悦て各ない． したか

｀ こ八らの間坦を1貨j連分野の人ひとかIi＼似を交換

し令 チュ．）クすることによって解決ずることは可能だ

ど考えらいる．

ii/I.＾完I晶］梵管理という第―この間題を， 経済'
、
f•. '）関題だ

ということには， 科学技術関係の専門家の方々に賛成

されなしヽかもしi Lごし＇． もるしヽは， 経済学者かこうし、

った専門的な問閾こ汀を／） f,こむとはけしからんと思

われる方もありえよう， ］月勺バエネルキ ー I開発研究の

成果と打来性を｛噌丈（こ，9］佃l lることは， それ目体大変

出闘な、―し．とてあるから， 、―のような且見か出ることは

判鮒てぎる．

しかしながら， 代粋エネルヤー 開•1砂JI賃／）究極的な

11橙は， 91)か比Iおよびlli界のエネル芯噌{J:｀tUゾ，＇）解決で

ある． そのだめには． ある限られだ時間的展望ど限ら

れた研究開発資拿 J
T

) ；'1ら1月内て， しかも当血は{復投資

を恐れすしヽろい，っノな｝」111]から攻めて行こうとしてしヽる

のてあるから，•一→しの間：llい腎過すれば， 研完成果を

ふり込り， 今後のもっども交）乃的な方向を見定めると

いう作業が必笈てあることはいうまでもない． （もー一

どもわか[」|の現；［人は， 令体として研完；：｝］兌‘!1(か大きい

とはいえt、 またその中て原［カエネルヤ~-1iビ系

核柑I ［↑ ；；：ーいくむ�ーの比宇か高いのて' :しもだって

は， きびしい配分のあり方ではな〈， むしろ全体の間

発費の増大力間題であろう）。そ：八 ．． ［あい， 個々の仕粋

エネルギ ー開発1)．メ IJ, 1、 ど］スト（社会的コストを

ふ〈む）を総合 99『 1llりし→ i汀（木グ）方向つけを行？ことは

単なる科学技術の問題てはなく， 経済・国際関伍cl)も
r
el
 



り方に大きいインパクトをもつ，すぐれて社会科学的

な問題となるだろう．

5．エネルギー利用と社会的システム

エネルギーの効率的な生産と利用とが社会システム

の変化をもたらすだろうという議論は，今や多大の関

心をひいている．資源・エネルギーのリサイクリング

面に着目すると，現在のように都市に高密度に集中し

た社会的機能をもっと分散し，中規模の都市に電力供

給の上でも高いオートノミーをもたせることが望まし

いということになる．また，いわゆる「ソフト・エネ

ルギー・パス」論も，社会システムを中央集権的な都

市中心＝巨大技術依存型から，地方分権的＝中小技術

指向型へ変革することの必要性を主張している．

そのような方向への転換は，それが生ずるとしても，

エネルギー・資源

かなり遠い将来のことであろうと思われるし，それが

エネルギー価格の上昇のもたらす価格メカニズムによ

ってもたらされるのか，それとも巨大技術依存路線の

破産＝力タストフロィーの結果から，一種の暗黒時代

を経て出現することになるのか，はっきりしているわ

けではない．しかし，このように極瑞な事例によらな

くとも，社会システムの変化は，電力料金の逓増制の

強化とか，資源のリサイクリングや耐久消費財の耐久

性の強化を促進するための法律的規制の強化を通して，

漸次的にではあるが着実に変化して行くだろう．

個人の自由と社会の道徳性を高く維持しながら，省

エネルギーと再生可能エネルギーの高度利用の道を見

出すこと，これが現代のエネルギー問題によって課せ

られた経済学の究極的課題といえよう．

陸勾・際JC世界会議にみられたｴﾈﾙギー論義(其の2)
基調講演は5件．11月10日，ヒース元英国首相は「人類の生存とエネルギー」をテーマに講演した．初めに「世界の人口はいま

の約43億人が2000年には63億から65億人に増えてエネルギー，食禍，原料不足が表面化する」とし，エネルギーの解決策としては

①紛争などで原油生産がストップした産油国に対して他の主要産油国が支援する体制をつくる．これは石油外交以外の切り札に使

ってはならない②中東情勢を安定させる支援策を日欧と米国がもっと協力して真剣に検討する③石油供給が減ったとき，各国が石

油を譲り合うシステムをつくる，ことなどを提案した．

また「資源問題は南北が協力し，信頼し合うというグローバルな考えに立たなければ解決は覚つかない．それには多国籍企業が

中心となって，北がもっと南の原材料開発に取り組むことが望ましい．いずれにしても，南北融和のために活動できるのは，世界

各国の代表が参加して信頼し合っている国際青年会議所の組織，メンバーをおいてない．いますぐ自国の政府に働きかけて南北問

題解決に取り組んでほしい」とJC会員の役割りに期待を寄せた．

11日には，メノン・インド科学技術庁長官，大来政府代表，ガルブレイス・ハーバード大学名誉教授が引き続き基調講演したが，

R・オルテイスOPEC事務局長は出席を取りやめた代わりにメッセージを寄せた．このあと向坂正男氏をコーディネーターに，

シンポジウム(1)が行われ，基調講演で出た問題点を堀り下げた．

ガルブレイス氏は「現代界でエネルギーを左右する要素に蝋市場〃とぃ組織〃の2つがある．いまでは市場メカニズムよりも

組織の力が重要となった．組織は巨大化すると種々の問題を生じるため，消費国側もOPECに対抗できるような組織をつくり，

産油国と集団交渉してはどうだろうか」と提案した．インドのメノン氏は「非産油開発途上国では石油価格の上昇によりエネルギ

ーの確保がむずかしくなり，経済発展の阻害要因になっている．エネルギー問題は長期的，かつ世界的な観点から解決すべきで，

開発途上国,OPEC,先進国の3者による大規模な協力関係を確立することが必要だ」と3つのグループの協力を訴え大来

政府代表も国際協調の重要性を改めて強調した．オルテイス氏はメッセージの中で「エネルギー危機を乗り越えるには①先進国は

産業用に使うエネルギーを減らし，代替エネルギーを開発する②産油国は資源探査をもっと積極的に行い，資源の増大化をはかる

③開発途上国への技術移転を進めて途上国の発展を促し世界経済を健全な方向にもっていく」と消費国の対応を呼びかけた．パネ

ルディスカッションでは「原子力発電を促進するため廃棄物処理技術を研究開発する国際機関を設けるべきだ｣(メノン氏）「ソー

ラーシステムにもっと取り組むべきだ｣(茅陽一氏）など論議がかわされた.(K)
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